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テ示 セルハ桂田氏 ノ18・7%ナ リ
。Glaubitt氏

二依 レバ全屍撒12528例 中結核屍2337例
、胃結

核47例 ニ シテ胃結核 ハ全屍籔 ノ0.4%、 結 核屍

ノ2・4%Gossmann氏 二依 レバ全屍籔5900例

申結核屍2360例 、 胃結核28例 ニ シテ全屍藪 ノ
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緒 言

下、矢吹、小塚、常久、棋、堀地 ノ諸氏 ノ記載

有 リテ其 ノ實験例50有 鹸例二達 セリ。 而 モ從

來是等 ノ症例 ノ多 クハ剖検 ノ際偶然登見セラレ

タルモノナルモ、近時本症ガ胃手術的二奏数 セ

ル例漸次報告 セラル ・二及 ピ本症ハ蕾二病理解

剖上 ノミナラズ臨林上ニモ頗 ル有意義ナル疾患 ,
トナレリ。然ルニ上述 ノ本邦二於ケル記載 ハ多

クハー例報告 ノ域テ腕セザルウラミ無キ ニ非

ズ。 依 ツテ余ハ當教室二於ケル剖検例1910禮

ラ検 シ胃結核8例 テ得之二依 リテ胃結核 ノ綜括

的研究テナシタリ。

文獄概 要

0・4%、 結核屍 ノ1・1%ナ リ。 叉堀 地氏 ハ全 屍

籔 二封 シ1・3%、 結核 屍 二 封 シ3.26%テ 報 告

セ リ。

胃結核 ノ性及 ビ年齢 二依 ル關係 二就 キBroders

氏 ハ男89例 、女48例 ニ シテ約2:1ナ リ ト言 ヒ

Gossmann氏 ハ2・6:1テArloing氏 ハ3:1

テ藪 へ、 コ レニ反 シGlaubitt氏 ハ女性 二屡 く

來 ルモ ノナ リト言 ヘ リ。Wilms氏 ハ生後9ケ

月 ノ小 見二、河合氏 ハ1年6ケ 月 ノ女見 二胃結

核 ラ見、 常久氏 ハ66歳 ノ老人 二Prezewoski
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氏ハ80歳 ノ老人 二之 ラ見 タ リ。Arloing氏 ハ

軍均年齢 トシテ41歳 テ報告 セ リ。

胃結核 ノ種 類 ニツキ、Koejetzny氏 ハ 粟粒結

核 、大結 節様 結核、結核性 潰瘍、 腫瘍形 成(所

謂 檜殖性〉結核 ラ匠別 シ、Severin氏 ハ粟粒 結

核、 潰瘍 姓結核、檜殖性腫 瘤性 結核 、炎症 姓硬

化性結核 ラ分 チN611enberg氏 ハ結核性胃潰瘍

ト肥厚性 胃結核 テ轟別 シB乞tzner氏 ハ潰瘍型

ト腫 瘍型 テ分類 シSpengler氏 ハ潰瘍型 ト肥大

性硬 攣性型 ヲ分 チ、Albu氏 ハ結核 性潰瘍結核

性 胃炎瀟蔓性肥大性結核 ラ暴 ゲPfanner氏 ハ

結核性 胃潰瘍 テ更 二輩純性潰瘍 ト慢性硬化性潰

瘍 トノニ種 二囁別 セ リ。

以 上 ノ諸型 ノ中潰瘍型 胃結核 ガ其 ノ大多藪 ラ占

ムルモ ノ トシテー般 二認 メラ レBroders氏 二

依 レバ176例 中135例 ハ潰瘍型 ニ シテ正 二其 ノ

81%二 相 當 ス ト云 ヘ リ。

潰瘍型 二就 キ其 ノ好登部位 ハBroders氏 ハ幽

門 ニ シテ之 二次 イデ小轡 ナ リト云 ヒGossmann

氏 ハ小轡 テ以 テKatarina-Keller氏 ハ大轡 ヲ以

テ其 ノ好獲部位 ナ リト述 べHifbschmann氏

ハ幽門 二屡 丸見 ラル ・モ ノナ リ ト云ヘ リ。 潰瘍

撒 ハBroders氏 、Gossmann氏 ハ軍登 ヨリモ

多螢 ハ梢 丸多 シ ト云 ピコ レニ 反 シKatarina-

Keller氏 ハ軍登 テ以 テ多 シ トナ シArloing氏

ハ文獣 ヲ綜合 シテ輩登 スル揚合多 シ ト設 ケ リ。

潰 瘍 ノ大 キサハ粟粒大 ノ物 ヨ リHubschmann,

B乞tzner両 氏 ノ手掌大 二至 ルマデ種 々 ノ報告 ア

リ、 ソノ性状 二關 シSimmonds氏 ハ腸結核 ノ

場 合 ト全 ク同一 ナ ル ラ述 くご、Rokitansky氏

ハ 胃結核 ハ腸結 核 ノー部 分的現 象 ナ リ ト云 ヒ

Hifbschmann氏 ハ本質的 ニハ 全 ク腸結核 ト同

様 ナルモ、外形 ノー層多種 多檬 ニ シテ不規則 ナ

ルラ主張 セ リ。Barbacci氏 、・玉・塚 氏 ハ幽門 ノ全

周 ヲ続 リ輪状 二 取園 匙タ ル 潰瘍例 テ見 タ リ。

Gossmann氏 ハ潰瘍 ハ腸 ノ夫 レ ト異 リ胃 ノ縦径

二從 フモ ノナ リトナ シPrezewoski氏 ハ之 ラ淋

巴管及 ピ血管 ノ走行 ノ關係 二蹄 セシメタリ。

組織 的所 見二就 キPrezewoski氏 ハ則般 二結核

性攣 化ハ粘膜 下組織 二雀 リテ腸 ノ夫 レヨリモ粘

膜 下組織 ノ侵 サル ・コ ト強 ク粘膜 ノ被害 ハ比較

的輕度 ナ リト云 ヘ リ。Katarina-Keller氏 ハ胃

結核 二於 テハ此 ノ粘膜 下組織 ノ圓形細胞浸潤 ハ

ー般 二著 明 ナルカ噌 通 ナ リ ト云 ヒ之 テ其 ノ組織

的構造 二蹄 シSimmonds氏 ハ細胞浸潤 ハ特二

邊縁 二於 テ著 明 ナ リト云 ヒDewey氏 ハ 胃壁二

廣汎 ナル結核 性淋巴管 炎 ラ 起 セ ル例 テ記載 シ

Gossmann氏 ハ潰瘍附近 ノ小動脈 ノ内膜肥厚及

ビ外膜 ノ細胞 浸潤 ア リテ徽 毒性攣 化 二似 タル所

見 ラ呈 スル事 アルテ報告 セ リ。

壇殖性(腫 瘤性〉胃結核 二就 キHtibschmann氏

ハ稀 二遭遇 スルモ ノナ リト云 ヒKonjetzny氏

ハ本症 ハ主 トシテ幽門部粘膜 下組織 二褒生 シテ

胃壁 ノ肥 厚 テ來 シ爲 二幽門狭 窄 テ呈 スルモ ノナ

リ ト述 べN611enbeng氏 ハ固有筋層 モ亦共 二強

ク侵 サル ・モ ノナ リ ト云 ヒSeverin氏 ハ「ボ リ

ー プ」獣檜 殖 ラ呈 セル例 ラ報 告 シAlbu氏 ハ幽

門 ノ全周 二硬 キ禰 蔓性浸潤 ア ル例 テ 見 タリ。

Pfanner氏 ・・潰瘍型 胃結核 ハ普 通重症結核患

者 二現 ハル ・二反 シ本型 ハ極 メテ輕症 ノ結核患

者、時 ニハ全 ク他 二結核竈 ヲ獲見 シ得ザ ル如キ

モ ノニ見 ラル ト云 ヘ リ。Katarina-Keller氏

ハ本型 ハ屡 篭癌腫 ト誤 ラル ・モ ノナ リ ト云ヒ

Konjetzny氏 ハ臨躰上極 メ テ意 味 アルモノト

シテ特 二之 テ外科的 胃結核 ト稠iセ リ。

胃 ノ粟粒結核 二就 キKaufmann氏 、Simmonds

氏 、Wilms氏 等 ハ ソ ノ稀 有 ナ ラザ ル ヲ設 キ

且ifbschmann氏 ハ其 ノ稀 有 ナルテ主張 セリ。

Katarina-Keller氏 ハ多 ク ノ硬 キー部破壌 サレ

タル結節 ラ経験 シ其 ノ中 ノアル物 ハ完全 二乾酪

化 セルラ見、Schlesinger氏 ハ膿 ヲ以 テ充 サ レ

痩 二依 リテ胃腔及 ビ十二指腸腔 ト交通 セル膿瘍

ラ粘膜下組織 二見 タ リ。

胃結核竈 二出現 スル ラ ングハ ンス氏亘態細胞 二

就 キ桂 田氏 ハ特 二其 ノ甚 ダ少鍬 ナル コトニ注意

シ大槻氏 ハ之 二反 シ其 ノ多撒 二存鹿 スルコトラ

述 ベ リ。結核菌 ラ組織的 二初 メテ之 ヲ謹 明セル

ハCoats氏(1886)ナ レ ドBarbaeci氏Preze・
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wosk{氏 、Gossmann氏 等 何 レモ其 ノ甚 グ困難

ナルデ述 べ之 二反 シ桂田氏ハ多撒 二之 テ謹明 シ

得 ルモ ノトナセ リ。

胃結核 ガ同 .ジ禰化管 デ アリ乍 ラ腸結核 二比 シテ

極 メテ少撒ナ ル理 由二就 キZiegler氏 、且olz-

mann氏 等 ハ胃液 ノ酸 性ナルコ ト即 チ結核菌二封

スル胃液 ノ殺菌 力 テ以 テ之 テ説明 シSimmonds

氏 ハ 胃液 ノ酸度正常 ナル時 ハ結核菌 ハ生活 力 ラ

減殺 シ得 ルモー度 ビ胃機能 障碍 ヲ來 シ胃液分泌

二異歌 ラ呈 スル時 ハ結核菌 ノ増殖 二好條件 テ與

フルモ ノナ リト云 ヘ リ。

Ghon氏 及 ビKudlich氏 ハ淋巴濾胞 ノ散 在状

態 二由 ルモ ノ、即 チ腸管 ニハ淋巴濾胞 ノ多敷散

在 シ居ルニ反 シ胃壁 ニハ甚 グ其 ノ僅 少 ナルニ由

ルモノ トセ リ。Prezewoski氏 ハ 自己 ノ5例 二

於 テ多数 ノ淋 巴小結節 ラ見、Barbacci氏 ハ多

クノ濾胞 ノ肥大 セル ヲ見共 二淋巴濾胞 ノ少撒 ナ

ル事實 ラ以 テ胃結核 ノ稀有 ナル理由 トナセ リ。

Katarina・Kellerハ 胃蓮動 二依 リ内容物 ガ速 二

腸管内二排泄移行 セラレ加之 胃内面 ガ粘液 ラ以

テ被覆 サ レ居 ル爲 二結核菌 ガ曽粘膜 二附著 シ難

キ爲ナ リト云 ヒBrieger氏 ハ重症結核患者 ノ

大多撒 二於 テ胃蓮動機能 ノ全 ク正 常 ナル チ見 テ

胃蓮動 ラ以 テ 胃結核 ノ稀 ナ ル理 由 トナセ リ。

Konjetzny氏 ハ肺結核 ノ場合 二喀 庚 ト共 二胃

内二達 スル結核菌ハ多量 ノ粘 液性物質 二依 リテ

被覆 サ レ居 ルニ封 シ胃中 ノ「ペ プ シン」ガ之 二作

用 スルコ ト少 キガ爲 二結核菌 ハ殆 ン ド直接 胃粘

膜 二接 スル コ トナク腸管 二逡 ラル ・爲 ナ リト云

ヘ リ。

胃結核 ノ感染経路 二就 キテハー般 二胃内腔 ヨ リ

ノ直接傳染、血行 二依 ル感染、淋 巴道 二依 ルモ

ノ及 ビ周園 ヨリ直接牲 二侵襲 スルモ ノ・四経路

ガ認 メラレ居 レリ。Hifbschmann氏 、 山極氏

等 ハ喀疲 ハ唾液 ト共 二結核菌 ヲ嚥 下 スル コ トニ

依 リコ ・二胃内腔 ヨ リノ直接傳染 ラ來 スコ ト最

普通 ナ リトシKaufmann氏 ハ全身粟粒結核 ノ

場合 二血行 二依 リ其 ノー部 分現象 トシテ胃結核

ラ生 ズル事最多 シトナ シ、桂 田氏 ハ自己 ノ9例

テ悉 ク血行 二依 ル簿染 ナ リト主張 セ リ。淋 巴道

二依 ル感染 テ最強、ク主張 セルハDewey氏 ニ シ

テ、氏ハ 自己 ノ實駒例 ノミナ ラズ、他 ノ多 クノ

胃結核 モ亦淋 巴行 二依 ル傳染 ラ考 フル〈ごキモ ノ

ナ リト云ヘ リ。 胃壁周園 ヨ リ直達的 二侵襲 シ來

レルモ ノ5シ テGosmann氏 ハ乾酪 化 セル淋 巴

腺 ト胃ガ癒著 セル例 テ見、Struppler氏 ハ腹膜

ノ結核性攣 化 ガ接緬的 二胃 テ侵 セル例 テ報 告 セ

リ。

胃結核 ノ登 生 ラ促 シ得 ベキ條 件 トシテ胃粘膜 ノ

損傷 ガ重要幌 サル。即 チOrしh氏 ハ 周粘膜 ラ傷

害 スベキ石灰片 ラ含 メル結節 テ家兎 二與ヘ ル事

二依 リテ胃結核 辛褒 生 セ シムル コ トニ成功 シ中

山氏 ハ園形 潰瘍 ガニ次的 二結核感染 セ リ ト認 メ

ラル ・症例 テ報 告 シ、Hamperl氏 及 ビ常久 氏

ハ癌腫 二依 ル壌 死面 二結核菌侵 入 シテコ ・屯結

核性攣化 ラ績登 セル例 テ経験 シ胃粘膜損傷 テ以

テ胃結核嚢 生 ノ大切 ナ ル ー條件 ト考 ヘ タリ。

Htibschmann氏 ハ結核患 者 ノ胃粘膜 廉欄 ラ鏡

検 スルニ屡 ≧結核性攣化 テ呈 セルテ見 テ胃粘膜

魔欄面 二結核菌 ガ附著 シコ ・二結核性攣化 ラ起

スモ ノト考ヘ タ リ。更 二堀地 氏ハ胃結核 ト淋巴

膿質 トノ間 ニハアル關係 アルモ ノ ・如 シ ト云 ヘ

リ。Htibsehmann氏 二依 レバ胃結核 ノ登 生ハ

殆 ンド縮 テ他臓器 二結核 ア リテ之 二績褒的 二駿

生 スルモ ノニ シテ確實 二原登 セ リト見 ラル ・例

ハ未 グ之 ラ見 ズ ト云 ヘ リ。(1928年)1909年 二

Holzmann氏 ハ 文獣 二依 リ純原登性 ト認 メ得

ベ キハ當時僅 二6例 二過 ギズ ト云 ヘ リ
。 サ レド

胃結核 ノ原登 セ リ トシテ報告 セラ レタル例 ハ相

當多 ク本邦 二於 テモ桂 田、齋藤、小塚 ノ三氏 ガ

各 自己 ノ1例 テ以 テ原爽 セルモ ノナ リト主張 シ

居 レリ.

第三章 研究材料及ビ研究方法

研究材料 トシテハ當教室剖検例中病理解剖的二1結 核症 ノ診噺ラ附セラレタル物 ニシデ フ、ルマ
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リン」液 固定叉ハ ヵイゼル リング氏液 固定 二依

リ保 存 セ ラ レタル617例 ノ胃 テ用 ヒタ リ。研究

方 法 トシテハ以上 ノ材料中胃 二肉眼的 二潰瘍1

結 節 又ハ魔燗 ト思ハ ル ・モ ノアル テ組織 片二取

リ「パ ラ乃 ン」包埋 ヲ施 シ タル後5μ ノ切片 テ

作 り染色 トシテハ「ヘ マ トキ シリンー エオジン」

重染 色、 「ヘマ トキ シリンー ワンギー ソン」重染

色及 ピチー ルネ ルゼ ン氏結核菌染色法 テ応用 セ

リ。

第四軍 資験例

第1例 某21歳 男

1。 臨獣的診断 肺結核及 ビ腸結核

生前特二胃症状 ヲ訴^ズ 、屍盟ハ死後15時 間ニシテ

剖検 二附セ リ0

2.病 理解剖的診断(解 剖番號86)

1.癒 著性結核性腹膜炎

2.雨 測癒著性結核性肋膜炎

β.肺 臓、腎臓、肝臓及ビ脾臓 ノ粟粒結核

4.乾 酪性結核性淋巴腺炎(腹 膜後部r腸 間膜、縦

隔賓)

5。 胃及ビ食道 ノ結核性潰瘍

6。腸結核

7.右 肺膨脹不全

8.疵 養性心内膜炎

9,足 部 ノ皮膚浮腫

10.腸 管 ノ慢性「メラノーゼ」

3.胃 ノ病理解剖的所見

胃ハ中等量ノ稀薄液状内容物 ヲ以テ充盈ス。 噴門部

ノ前壁ニ ハ邊縁鋸歯}伏不正ナル五十鍍銀貨大黄白色

ノ潰瘍 ヲ見ル。潰瘍縁二八小結節ヲ有シ共 ノ縁下ハ観

入セリ。潰瘍底部ハ部分二佐 リ深 ク漿膜二達スル所

叉八橋状 ヲナシ消息子ヲ遽入シ得ル所 ア》、漿膜面二

於テハ其ノ潰瘍 ノ部二相當シテ漿膜が灰白色二 肥厚

シ其 ノ属国二粟粒大ヨリ意豆大二至ル結節及ビ乾酪

化セル淋巴腺ノ集積 ヲ見ル。

4.組 織 的所見

潰:瘍底部 ノ最モ深 キ所 ハ笛膜 ヲ現 シ其ノ他 ノ部分二

於テモ粘膜下層 ノ大部分ハ崩壊脱落セラル。潰瘍底ニ

ハ同質性頴紋様二染色サレタル薄層 ヲ有シ之二次イ

デ類上皮細胞及ビ淋巴細胞 ヨリナ ル肉芽組織アリ,

潰瘍底 ノ轡入セル部分モ亦他底部 ト同質ノ物ニテ覆

ハレrソ ノ上部 ノ粘膜二八所 々二粟粒大 ノ類上皮細胞

ヨリ成ル結節 アvド モ特別二腫脹堆厚 ヲ見ズc___.般

二潰瘍底面 木粘膜下層二相當シテ類上皮細胞及ビ淋

巴球 ノ浸潤強ク増加 セ,レ小血管ハ 充盈ス。 夏二細胞

浸潤ハ結節状叉八束状 ヲナシテ深部二進 ミ居ル部ア

リ。 ソノ中央部ハ乾酪性愛化 ヲ示シ居Uリ 。筋層ノ配

列ハ不規則 トナ リ更二筋束 ノ破壊セラレタル所モ見

ラUj間 結締織ハ増殖 ヲ呈ス.漿 膜ハ潰瘍底二相當

シテ著シク結締織 ノ増殖 ヲ見其 ノ中二多数ノ結節ヲ

有ス。該結節ハ類上皮細胞 ヨリナルアリ。叉ハ乾酪化

セルアリ。更ニラソグ・・ソス民団態細胞ノ認メラル・

モノアリ。漿膜淋巴腺二八殆 ソ ド乾酪化セルモノア

)Vモ、粘膜下層 ノ乾酪化セル部 トノ交通ハ認メズ。

結核菌染色法二3リ 潰瘍面ノ結節及ビ浸潤部二可ナ

リ多籔 ノ結核菌 ヲ謹明セリ。

第2例 某19歳 男

1.臨 駄的診断 左側肺結核、結核性肋膜炎、結核性

腹膜炎

生前腎症歌 ヲ特二訴ヘズ、屍禮ノ・當教室二於テ死後

21時 間デ剖検二附セ リ。

3.

胃ハ縮小シ内容 トシテ少量ノ,淡灰黄色ノ粘液性物質

2.病 理解剖的診断(解剖番號1017)

1.両 側肺結核(空 洞形成)

2.南 側胸腔ノ繊維性完全閉塞

3.結 核性滲出性腹膜炎

4.両 側口蓋扁桃腺及ビ舌根部 ノ結核性潰瘍

5.喉 頭氣管並二氣管枝 ノ結核性潰瘍

6.胃 ノ結核性潰瘍

7.小 腸及ビ大腸ノ結核性潰瘍

8.脾 臓及ビ肝臓 ノ粟粒結核

9.肺 門部氣管周園及ビ気管分岐部淋巴腺結核

1`}.腺 府

11。 心臓右室ノ軽度 ノ裾張

12.脂 肪肝

13.副 腎皮質 ノ脂肪減少

14。 貧血諸臓器

胃 ノ病理解剖的所見
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ヲ有ス。粘液分泌先進 シ粘膜一般二貧血性 ナルモ胃

盟部二八中等度ノ血液浸潤 ヲ認ムみ潰瘍ハ大ナ7レモノ

(1cm×1.5e!p)1個 ト小ナルモノ(粟 粒大乃至米粒大)

3個 ト倉主テ4個 アリ大ナルモノハ 胃ノ前壁二於テ

小智二近ク幽門輪 ヨリ5cmノ 所 二小ナルモ ノハ小轡

二於テ噴門二近クソノ上端 導リ4cmノ 所 ニアリc大

ナル潰瘍ハ稽 く陳藩性ニシテ丸味 ヲ帯ビ、不正五角形

r近 キ卵圓形 ヲ呈;,,/縁下 ノ軽度ノ癖人邊縁ノ軽度ノ

堤隆ヲ認ムル外肉眼的二明ナ1レ結核性特徴ヲ示サズ。

小ナル3個 ノ潰瘍ハ何Vモi新 シク邊縁不正r鋸 蜘状ヲ

呈シ著明二縁下轡入 シ底面二乾酪性物質 ヲ有ス。雨

者共二肉眼的二結核結節 ヲ認メ得ズC漿 膜面ニハ攣i

化ナク叉腫脹セル淋巴腺ノ附着ヲ見ズe

4.組 織 的所見

潰瘍底ハ何vモ 粘膜下層 二在 リ且 ッ粘膜筋層直下二

澹 ヒテ周囲二搬張ノ徴明ナ リ.大ナル潰瘍 ノ底面八極

メテ不規則消化性ニシテ明カナaレ結核性攣i化ヲ呈セ

ズ。周園部ニハ類上皮細胞 ト共 二圭 トシテコvヲ 国

縫スノレ著明ナJレ固形細胞浸潤 ヲ件 フ結核性攣化 ヲ呈

シ其 ノー部二乾酪攣性 ヲ認ム。ラソグハソス巨悪細胞

ハ大ナル潰瘍ノ固有筋暦 ノ直下二於テ遠隔シタル結

節二唯1個 認メ得タルノミニシテ他 ノ何レノ潰瘍都

邑モコUヲ 謹明セズO小 ナル潰瘍ハ各小血管 ノ内膜

ノ肥厚閉塞及ビ血管周園 ノ細胞浸潤著明ナ1レモ ノ ヲ

包擁セル血行性二登生セリト思考セラル・2個 ノ小

結節ノ相癒合 シテ崩壊セル像 ヲ呈ス.

結核菌ハ何vモ 組織的二潰瘍底及ビ縁下部二謹明シ

得タリ.

第3例 某21歳 男

1.臨 肱的診断 肺結核、粟粒結核

生前特別ナル胃症状ヲ呈サズa屍 膿ハ死後9時 間ニシ

テ當教室二於テ剖検 二付セリa

2,病 理解剖的診断

1.左 側滲出性破壊性肺結核

v,宿 側肺臓ノ多登性結節形成

3.南 側胸腔 ノ完全閉塞

4.心 臓有望 ノ輕度ノ披張

5。肉董萢肝

6.胃 ノ結核性潰瘍

7.腸 結核

8.肝 臓rヂ ス トマ」

9・両側腎臓ノ雀血及 ビ嚢腫形成

10.脾 腫

3.胃 ノ病理解剖的所見

胃ハ内容 トシテ少量ノ暗褐色ノ粘液性物質アリ.粘膜

面ニハ自家消化 ノ像ナキモ一部充血性ニ ヅ テ一般 二

粘液様物質ニヨリ被覆サル."幽 門輪ハ僅二小指ヲ通

ズルノミ.幽 門輪 ノ近 クニ五個 ノ淺キ碗豆大ノ潰瘍

アリ、ソノ邊縁ノ、何 レモ正ニシテ偲入墨隆ヲ見ズゥ潰

瘍底ハ多少充血性ナルモ出血 ノ像ナ〃挙滑清浄ナ リ。

小轡二漕ヒテ幽門輪カラ6cmノ 所 二翫m×2cmノ 透

綾ノ不正ニシテ鋭利ナ ル潰瘍1個 及ビ碗豆大濠縁正

ナル4個 ノ潰瘍アリO潰 瘍底ハ何 レモ血液襟物質ニ

ヨリテ暗黒色二色 ドラレ卒滑 ニ シテ乾酪性物質結節

叉・・小血管噺端等ヲ謹明セズ。邊縁ハ大ナル潰瘍二於

テハ多少褐色ヲ呈シ著明ナル樽入及ビ堤隆 ヲ見ル。漿

膜面 ヲ見ルモ何等特記ヌペキ憂化ナシ.

4。 組織的所見
も

潰瘍底ハ粘膜下層二在 り其面ハ不規則多少顧粒状

ヲ呈シ固有ノ結核性饗化ノ・明カナラザルモ一般二慢

性 ノ潰瘍ナルノ像著明ナリ、且ツ核 ノ形状鋭利ナラズ

シテ多少壊死ヲ思ハシムル状 ヲ示ス。邊縁二近キ部ハ

寧 日圓形細胞浸潤著明ニシテ明二周園雲 向ヒ振大 ノ

微弱カナリ。邊縁二於ケル粘膜暦ニハ墜死 ヲ見ズ。

潰瘍底ヨリ少 シク離 レ粘膜下暦二於テ一部圓形細胞

ノ浸潤強ク所 々二類上皮細胞 ノ集積 アリ.サ レド著

明ナiレ乾酪性愛化八雲見サ レズf固 有筋層以下二於T

ハ細胞浸潤ハ姿ヲ見ズ結締織 ノ増殖ハ叉コレラ詮 シ

得 ズ、巨態細胞結節等ハ何 レノ部ニゼ之ヲ謹 シ得ズ。

血管バー般二充血性ナルモ特二血塞性墜化ヲ見ズ。

結核菌ハ途ニコレヲ澄明セザリキ.

第4例 ■ 某46歳 男

1.臨 駄的診断 両側肺結核

生前特二曹症状 ヲ訴ヘズ.屍 禮ハ當教室二於 テ死後

16時 間ニシテ剖検セリe

2.病 理解剖的診断(解 剖番號1295)

1.南 側滲出性肺結核

2.右 腕 ノ乾酪性肺炎1

3.左 側胸腔 ノ繊維性完全閉塞

4,.心 右室 ノ軽度ノ振張

5.肝 臓ノ萎縮及ビ麗血

6.笹 血管

7.胃 ノ多蛮性結核性潰瘍

8・腎臓ノ粟粒結核
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9,腎 臓 ノ多獲性嚢腫及 ビ搬痕

14.心 臓腱斑

3.胃 ノ病理解剖的所見

胃ハ内容 トシテ約100¢◎ノ無線色液状 ノ物質 ヲ有 ス。

粘膜面 ハ軽度二充血 シテ粘液様物質 ヲ以テ覆ハル、漿

膜面 ヲ見,レモ肥厚、結節、 腫脹淋巴腺等ヲ認 メズ、

潰瘍ノ・大ナルモノ(1,5cmX3cm)1個 ト中等大ノモノ

(0.7一・1.0×L2)2個 及 ビ小事ル モ ノ(米 粒大乃至粟

粒大)6個 ト合計9個 存在ヌ.大 ナルモノハ小轡二沿

ヒテ噴門輪 ヨリ5cmノ 所 二、中等大 ノモノハ小野二

滑 ヒテ頂門輪ヨリ2α掩乃至4αnノ 所二小ナルモノハ

小轡 二近 〃前壁二於テ噴門輪 ヨリ6cm乃 至9cmノ 所

ニアリ0大 ナル潰瘍及 ビ中等大 ノ潰:瘍ハ何Uモ 稚 く

卵圓形ニシテ邊縁ハ華洛少シク堤隆ヲ見ルモ穿入ナ

ク潰瘍底ハ灰白色 ヲ呈スルモ 乾酪性物質結節等 ノ附

着:ヲ見ズC小 ナル潰瘍ハ何Uモ 邊縁ハ不規則、鋸歯状

ヲ呈シ堤隆ナク一部著明二邊縁下二轡入 スルアリ。

底面 二日黄色ノ乾酪性物質ヲ附著セルアリ.

4。 組織的所見

潰瘍底ハ粘膜下屏二在 リ、一般 二淺キ潰瘍 ニ シテ一

部粘膜筋層ヲ残シタル所サヘアリ.底面 ハ不規則願粒

状ヲ呈 シ底部二於テ ハ全艦二類上皮細胞及ビ淋巴球

ノ浸潤強ク殊二淋巴球 ハ深ク 固有筋層ニマデ侵入 シ

居ルヲ1VO邊 縁 二於テハ 粘膜筋層値:下二於テ淋巴

球ノ浸潤著明ナリ0

巨態細胞、結節、乾酪性獲此等固有ノ結核性璽化ハ何

レノ部ニモコvヲ 謹シ得ズ。 潰瘍邊縁附近 ノ粘膜暦

ハ多少濾胞装置 ノ据大 ヲ呈シ小血管バー般二搬張充

血 ノ像ヲ示スモ血塞性愛化 ヲ認 メ得 ズc

結核菌ハ組織的二潰瘍底部二於テ粘膜下贋中二少数

コレラ置賜 シ得タリ。

第5例 ■ 某53歳 男

1.臨 肱的診断 肺、肋膜、腸及ビ淋巴腺 ノ結核症

生前何等胃症状ヲ呈サズ。死饅ハ當教室 二於テ死後

8時 間ニテ剖検二付セ リ.

2。 病:理解剖的診断(解 剖番號1398)

1.南 側硬攣性肺結核

2.両 側胸腔ノ完全閉塞

3.小 腸 ノ結核性潰瘍:

4。 胃粘膜 ノ結節及ビ搬痕

5。心臓及ビ肝臓ノ褐色萎縮

6.萎 縮腎

7.鍛 檬 突起ノ痴i痕癒著

3.胃 ノ病理解剖的所見

胃ハ内容 トシテ僅 ノ液状 ノ物質アリ。胃粘膜ノ・粘液標

物質ニヨリ被覆サル。 小躍 ノ中央二於テ噴門輪 ヨリ

12cm離V豆 大 ノ多少充血 ヲ呈セル搬痕状隅凹ヲ示

セル所 アリ。該痘痕 ノ 中央部二於テ粘膜下屠二相當

シ2個 ノ黄白色李米粒大ノ乾酪化セル小結節ヲ見ル。

魔燗、潰瘍ハナ〃漿膜面ノ結節二相當セル部ヲ見ルモ

攣化ナクソノ他淋巴腺ノ腫脹肥大等ヲ認 メズ。

4.組 織的所見

結節ハ粘膜下層ノ上部 二在 り結節ヲ覆フ粘膜面ニハ

墾化ヲ見ザルモソノ部 二於テ明二膨隆 ヲ呈ス。結節ノ

中央部ハ卵固形二同質性顧粗糠 二染色サレタ ル典型

的壊死 ヲ示シ一部完全二乾酪化セル所アリ。壊死部

周園 二八類上皮細胞及 ビ淋巴球 ヨリナ ル結核性肉芽

組織アリ0該 組織 ノ周園ハ特二淋巴球 ノ浸潤著明ニ

シテ所 々二型ソグム ソス巨悪細胞 ヲ見ル。結節周園ノ

粘膜下暦二於テハ結締織ノ増殖 ヲ呈スルモ細胞浸潤

ハコUヲ 見ズc一 部多少壊死 ノ像 ヲ呈スル部アルモ

結節 トノ交通ナク結核性肉芽組織 トノ境界ハ上部及

ビ南側二於テ明ヵナル モ細胞澄潤多少周園組織ヘノ

波及 ヲ示スコノ部 三夏二1個 ノラ、とそハγ2巨 態細

胞 ノ出現 ヲ見ル、小血管ハ多少充血 ヲ呈スルモ待二

栓塞帳張等 ノ轡化ナク固有筋層及ビ漿膜ニモ特記ス

ベキモノナシ。

結核菌染色法 ヲ行ヘルモ結核菌ハ途二登見セズ。

第6例 某27歳 男

生前特別ナル胃症状ナシ。屍盟ハ當教室二於テ死後

6時 間ニシテ剖検 二付セ リC

l.臨 駄的診断 両側肺結核

2.病 理解剖的診断(解 剖番號1798)

1.南 側滲出性肺結核

2.右 肺 ノ空洞形成

3.両 側癒着性肋膜炎

4.氣 管及氣管枝周園 ノ淋巴腺結核'

b.脾 殖:

6.腹 膜 ノ結節傳播

7,右 腎ノ結節形成

8.胃 ノ結核性潰瘍

9.小 腸及 ビ大腸 ノ結核性潰瘍

10.脾 臓 ノ結節形成

11.心 臓右室ノ裾張
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3.胃 ノ病理解剖的所見

胃ノ内容 トシテ僅少 ノ液標物質ア リ粘液分泌元進セ

aレモ特二充血ハ見ラレズ。幽門輪ヨリ10cmノ 所小轡

ヨリ少シク前壁ニヨリテ1個 ノ碗豆大 ノ深 キ潰瘍ア

リ。潰瘍邊縁ハ不正鋸歯状 ヲナン多少堤状二隆起 シ

・著明ノ嫁入アリ潰瘍部ハ他 ノ粘膜面二比シテ灰 白色

ヲ呈ス。潰瘍底ハ不正ニシテ中央二黄 白色黙朕結節ノ
の

附着アリ。漿膜面二於テハ潰瘍部二相當ンテ多少搬痕

状ヲ呈メルモ結節腫脹淋巴腺等ヲ見ズ.

4.組 織 的所見

潰瘍底ハ深ク粘膜下屠ニアルモ 固有筋暦二達セズ。

一般 ユ淋巴球ノ浸潤強ク一部壊死 ヲ呈セノレ部アリ
。壊

死部及ビ其ノ周園二於テハ淋巴球 ト共二類上皮細胞

ノ出現著明ナ リ.該 饗化ハ 比較的淺ク粘膜下層 ノ固

有筋層ノ近クニ於テハ殆 ンド淋巴球及 ビ類上皮細胞

ノ出現ナク壊死部モコレヲ認メズ.然 ルニ此 ノ部 二

於テ2個 ノ身∠之ハンス巨態細胞 ノ出現アリ.潰 瘍

下部二於テハ小血管ノ披張充血著明ナルモ栓塞性攣

化ハ認 メラレズ。潰瘍邊縁ハ著明二轡入 シ更二細胞浸

潤ハ轡入方向二進行ノ像ヲ示ス且ツ粘膜筋層ハ細胞

浸潤ノタメニ全ク失ハレ居 レリ、該上部 ノ粘膜暦二於

テ淋巴球 ノ浸潤著明ナリ.

結核菌ハ途ニコレヲ謹明主ズ.

第7例 ■某33歳 女

1.臨 膝射診断 南側肺結核、腸結核、喉頭結核O

生前特別ナ,レ胃症状 ヲ訴ヘズ。屍膿ハ當教室 二於テ

死後12時 間ニシテ剖検セリ。

2.病 理解剖的診断(解 剖番號1866)

1.右 腕 ノ滲出性破壊性結核

2.南 側肺臓 ノ結節形成

3.右 肋膜 ノ脱脂形成

4.喉 頭結核

5,氣 管粘膜 ノ結核性潰瘍

6・ 小腸及 ビ大腸ノ結核性潰瘍

7・ 胃ノ結核性潰瘍

8.心 臓右室ノ軽度 ノ櫨張

9.肉 董蒲肝

3。 胃ノ病理解剖的所見

胃ぐ内容 トシテ多量 ノ粥榛物質ヲ有 シ粘膜面バー般

二「カタル」性 ニシテ充血自家消化ノ像著明ナリ
。幽門

輪 ヨリ10cmノ 所、小憩二沼ヒ稽 く前壁二於テ3個 ノ

卵固形護豆大(1.0×1.2)ノ 淺 キ潰瘍アリ。潰瘍:底ハ

多少膨隆シ灰白色 ヲ呈スルモ殆 ソド李滑ニシテ結節

叉ハ乾酪性物質ノ附著ヲ見ズ。邊縁ハ李滑ニシテ特 二

堤隆轡入ナシ0漿 膜面ハ李滑ニシテ苦髪ナシ。

4.組 織的所見

潰瘍底ノ・粘膜下暦ニアリテ比較的甲掛一部壊死ア リC

一部淋巴球 ヨリナル結核性肉芽組織アリc一 般 二淋巴

球ノ浸潤強ク所 々群集性二類上皮細胞 ヲ見ル。該肉芽

組織 ノ周園ニハ結締織ノ培殖著明ナリ.粘 膜下層 ノ

下部二於テハ細胞浸潤少キモ一部壊死 ノ朕ヲナセル

所 アリ。併 シ潰瘍:底部 ノ壊死叉ハ肉芽組織 トノ交通ハ

コUヲ 見ズ。ラソグハソス巨態細胞ハ粘膜;下層何Uノ

部 ニモ認メラUズC潰 瘍邊縁ハ 観入ナキモ粘膜筋層

ノ下部二相當シ淋巴球 ノ浸潤著ンク周園二振張スル

ノ像明ナリ0

且 ツ邊繰二於テ既二壊死 ヲ呈セル部アリ0コ ・二只1

個 ノラソグハソス巨悪細胞 ノ出現 ヲ見ル。固有筋層二

於テハ少量ノ淋巴球浸潤ノ波及アルモ筋間組織 ノ増殖

ハ認 メラVズ 。結核菌染色法ニヨリテ潰瘍底部 ノ粘

膜下層相當深部二至ルマデ 多数 ノ結核菌 ヲ詮明セリ.

第8例 某9歳 女

1.臨 休的診断 粟粒結核

屍鵬 ハ當教室二於テ死後16時 間ニ シテ剖検ヲ行ヘ

リ0

2,病 理解剖的診断(解 剖番號1910)

1.南 側肺臓 ノ禰蔓性粟粒結節形成

2.肝 臓心臓腎臓脾臓 ノ粟粒結節形成

3・大網膜及ビ腹膜 ノ粟粒結節形成

4.大 鷹ノ粟粒結節形成

5.肝 臓ノ排泄性結核

6・ 心臓ノ血塞形成

7.気 管分岐部淋巴腺及ビ肺門淋巴腺ノ結核

8・ 小腸及 ビ大腸ノ結核性潰瘍

9.胃 ノ結核性潰瘍

10.副 脾

11.腎 孟 ノ潰瘍形成

3.胃 ノ病理解剖的所見

胃ノ・内容 トシテ約30α。ノ黄褐色液様 ノ物質 ヲ有スO

粘膜面バー般 二粘液分泌先進シ一部自家清化ノ像ア

リ・幽門 ヨリ3cm.ノ 所小轡 二澹 ヒテ長径約1cmノ 卵

圓形ノ淺キ潰瘍アリa底 及 ビ邊線ハ灰白色 ヲ呈 シ底

ハ著シク膨隆セルモ清浄ニシテ結節叉ハ乾酪性物質

ノ附着ヲ見ズ.邊 縁ハ正、堤隆ナキモ著明 ノ轡入アリ



5舘 楠本=胃 結核 二就テ 【第13巻

更二噴門 ノ近ク小轡二於テ碗豆大 ノ2個 ノ極メテ淺

キ潰瘍アリ.邊 縁ハ規則的ニシテ堤隆轡入ナク底部

ハ少シク灰白色 ヲ呈シ懸粗 ノ状アルモ結節乾酪性物

質等 ヲ見ズ.漿 膜面ハ李滑ニシテ結節、腫脹、淋巴腺

等ノ附著及ビ附近臓器 トノ癒著ナシ。

4.組 織的所見

潰瘍底ハ粘膜下層ニアリ底部ハ極メテ懸粗ニシテ不

規則、中央部二於テ著 シク膨隆 ヲ示ス。邊縁ノ・著明二

轡入 シ該部ノ粘膜面ハ少 シク潰牝性 二憂化ス。邊縁

二近 キ底部 二於テ1個 ノ小ナル 結核結節ヲ謹明ス。

即チ中央部 二圓形ノ壌死部アリテー部明カ ニ乾酪化

シソノ周園二淋巴球ノ浸潤強 ク中二少鍛 ノ類上皮細

胞 ノ出現アリ該細胞浸潤ハ限局スル事ナク多少周園

の

二波及スルモ而モ他底部及ビ邊縁二於テハ細胞渡潤

比較的少ク且ツ淺ク粘膜下組織 ノ下部及ビ固有筋層

ハ全ク正常ニシテ饗化 ナシ.

漿膜部 ヲ見ルニ各猫立二接近シテ存在セル小ナル2

個 ノ壊死部ア リ.周 園ニハ淋巴球 ノ渡潤極メテ強ク

該浸潤ハ結締織繊維 ノ増殖 ニヨリ周園 ト鋭利二境セ・

ラル。淋巴球浸潤中二類上皮細胞 ノ出現無 キモ而モ
の

埋死部周園二於テ4個 ノ著明ナ,レラングハ ソス氏巨

態細胞 ノ出現アリ。

粘膜下組織 ノ中央部 二於ケルー小血管 ノ周園及ビ漿

膜部二於ケ,レー小血管 ノ周園二於テ限局セル淋巴球

ノ浸潤アリテ多少血管周園炎ノ像 ヲ呈ズ。再三結核菌

染色法 ヲ行ヘルモ結核菌ハ途二之 ヲ謹明セザリキ.

第五章 實験例ノ総括

以上第四章 ラ総括 スルニ余ハ肉眼的拉 二組織的

二見テ胃二結核性慶化 アリト認 メラル ・8例 二

就キ検索 セルモノニシテ是等ハ何 レモ他臓器二

A

重篤 ナル結核 ア リ。特 二肺結核 ハ全例 二於 テ之

ラ見 タリ。今此 ノ他臓 器 ノ結核 ラ細別 スルニA

表 二示 スガ如 シ。

表

實翻 舳
番 號{番 號!

186

皿i1017

皿11079

IV口296

Vi1398

VI1798

11{芸ll

性

介
◎
;
6

舎

舎

…舎

一歪

一♀

一♀

年齢

21

一
19

27

46

一
53

一
27

一
33

一
9

後
間
死
時

15時

21時

9時

16時

8時

6時

12時

16時

臓

肺 麟 上1腸
十

一十

十

十

㎜
+
「
十

一
十

」
十

十

十

一
十

以上8例 中7例 ハ潰瘍形成(潰 瘍型)ニ シテ非潰

瘍型 ト見 ラル ・ハ僅 二1例 テ得 タル ノ ミ。即 チ

第5例 二於 テ小轡 ノ中央部 二2個 ノ牛米粒 大 ノ

牛 バ乾酪化 セル結節 ラ見 タルモ ノナ リ.此 ノ百

分卒 ヲ見 ルニ(表B)、

B表

十

_± 絹

十
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+

一十

一
十

星

脾

-

+

一
三

ノ器

童

+
圭

一

十

十 十

腎 擁膜鞭
十

胃結核 二封 シ

十

十

斗

十

一十

胃結核ノ種類

潰瘍型

非潰瘍型

87.5%

12.5%

結核屍二封シ

1。11%

0.16%

潰瘍形成 ノ實験例7例 二就 キ潰瘍 ノ撒位置及 ビ

大 サテ見ルニ軍登例2、 多嚢例5ニ シテ潰瘍登

十

十

一

淋巴腺

十

十

一

一

一

十

一

十
E

生 ノ部位 ハ 小轡=於 ケル13個 最 多撒 ニ シテ以

下前壁、幽 門部、噴 門部 ノ順 二減少 シ大轡及 ピ

後壁 ニハ潰瘍 ノ賞 生 セルモ ノテ見 ズ。潰瘍 ノ大

サバ径1cm内 外 ノモ ノ最 モ多 ク第3例 二於 ケ

ル3cm×2・5cmノ モ ノ最大 ニシテ第2例 及 ピ第

4例 ノ粟粒大 ノモ ノ最小 ナ リ。 コ レテ明記 スル

ニC表 ラ得。

是等潰瘍 ノ肉眼的性状 ヲ見 ルニ極 メテ多種多檬

ナルモー般 二淺 ク邊 下轡 人ハ2・-3ノ 潰瘍 ヲ除

キ大 多撒 二於 テ肉眼的 二容 易 轟之 テ謹明 スルラ

得 タ リ。形 ハ大 ナル潰瘍 ハ概 シテ不規則角形富
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C 表

轍 例 ・;∬i皿 IV VIiV・V皿1計
　
幽門部

』 一_

/ 5 11 6

噴門部 1 2 ,i2 5

大 轡
}

0.

小 響
一 一}扁 呼}

3 5
Lli13

13

前 壁 】

㎜『
6 1 7

後 壁 i・ i 0

大 サ
50銭 銀 ・粟 粒 大 乃 至

貨 大 】1.5q瞭 ×1㎝

碗豆大乃至
3㎝X2.5㎝

粟粒 大 乃 至
2㎝ ×1.5㎝ 磯碗豆大髄 大

…

碗豆大乃
至震豆大

計 114
一～-

1019 1i3 3

近 ク小ナルモノ及 ビ中等大 ノモノハー般二圓形

乃至卵園形 ノモノ多 ク邊縁 ハ小ナル潰瘍ハ不正

鋸働状 ラナシ堤隆著明ナルモノ多キニ反 シ大ナ

ルモノハ比較的正、堤隆著 シカラズ。潰瘍底 ラ

見ルニ小 ナル潰瘍 ニハ乾酪物質叉ハ結節 ノ附著

セル物 アルニ拘 ラズ中等大及 ビ大 ナル潰瘍 ニバ

カ ・ル附著物 テ謹 シ得ズ更二中等大 ノモハ潰瘍

底一般二清浮、卒滑ナルモ大ナル潰瘍底ハ之二

比 シテ不規則ナ リ。潰瘍 ノ邊縁及 ビ底 ノ充血 ノ

徴 アルモノハ極 メテ少 ク寧 ロ灰白色ラ呈セルモ

ノ多 シ。第3例 ノ大ナル潰瘍底二於テ出血 ノ痕

跡 ト思ハル ・如キ暗黒褐色 ノ附著物テ見タルモ

ソノ他何 レニ於 テモ出血又ハ穿孔 ノ像 テ見ル能

ハズ。潰瘍部二相當 セル漿膜面 ノ攣化 トシテハ

僅 二第1例 二於 テ結節及 ビ腫脹淋巴腺 ノ集積テ

見タルノミニシテ他例ハ何 レモ何等 ノ攣化 テモ

認メ得ズ更二何 レニ於 テモ胃壁周園 ノ淋巴腺攣

化デ見出ス能 ハザ リキ。

潰瘍 ノ組織的所見テ見ルニ潰瘍底ハ粘膜下組織

二在ルモノ大多撒 ニシテ其 ノ固有筋層二達 セル

ハ僅二第1例 ノ潰瘍 二於 テ之 ヲ見タル ノ ミナ

リ。圓形細胞浸潤ハ何 レモ底部二比較的少 ク且

ツ固有筋層 ノ細胞浸潤ハ極 メテ輕度ニシテ而モ

少撒例二於テ之ラ兇タルノミナリ。之二反 シ邊

線轡入部附近 二於テハ何 レモ圓形細胞浸潤最モ

強 ク更二該浸潤ハ周園組織特二粘膜筋層 ノ方向

へ鑛大蔓延 ノ徴明カナリ。固有筋層 ノ筋配列ハ

第1例 テ除キ全例 二於テ全 ク正常ナリ。鏡検的

二結核結節ラ潰瘍周園部二謹明 セルモノハ比較的

少 ク第1例 第2例 及 ビ第8例 二於 テ僅 二粘膜下

組織 二之 テ謹 明 セル ノミナ リ。潰瘍附近 ノ小血

管 ノ充血接 大 ノ像 ハ屡 支之 テ見 ルモ明 ヵナル血

管攣 化、特 二其 ノ栓塞性攣 化 トモ云 フベ キモ ノ

ハ之 テ認 メズ。 ラ ングハ ンス氏亘態細胞 ハ7例

中4例 二於 テ之 ヲ謹 明 セル モソ ノ歎 ハ極 メテ少

ク潰瘍邊縁部又 ハ潰瘍部 ヨ リ距 リタル所 二於 テ

1個 乃至敷飼 ノ出現 テ見 タル ノミナ リ。漿膜 二

鏡検的攣 化テ認 メタル ハ僅 二第8例 ノ1例 ニ シ

テ即 チ淋巴球浸潤及 ビ結締織 ノ檜 殖 二依 リ周園

ト鏡 利二境 サ レタル壌死部 ヲ見 タリ。

以 上 ノ組織的所 見 テ縮括 スルニ(表D)、

D表
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一
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一
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潤浸胞細

暦
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底
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ー縁邊

什十

粁
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i

…

ー

十
一

十

十朴

十

十

十

料

十

柵

什

軒

柵

實験

例

て
皿
皿
了
丁

亘
胆
第5例 ハ非潰瘍型即チ小轡 ノ中央部粘膜下層 二

於テ2個 ノ結節テ形成 セルモノニシテ該結節周

園ニハ結締織 ノ増殖 アリテ其 ノ部 ニカナリ多撒

ノラングハンス氏互態細胞 ラ認メ結節 ノ中央 ハ

完全二乾酪化セルモノナリ。結節部二柑當セル

粘膜及 ビ固有筋層以下ニハ何等鏡槍的二攣化テ
も

見 ル能 ハ ズ。
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以上 ノ全8例 二就キ結核菌染色法テ行ヘル結果

テ見ルニ第1例 第2例 第4例 及 ピ第7例 ノ4例

二於テ菌 テ粘膜 下組織二僅 二辛 ジテ誼明 スル

ヲ得 タリe唯 第7例 二於テハ粘膜下層 二相當多

撒 ノ菌テ諦明 シ得 タリ。之テ表示 スルニ俵E>

更 二臨林的症歌子見ルニ全8例 ラ通 ジ生前何等

第六章

第 一節 胃結核 ノ統計 的槻 察 二就 テ

余 ハ當教室二於ケル線剖検例1910例 中結核屍6

17例 ナルニ胃結核ヲ有 スルモノ8例 チ得 タリ。コ

レヲ百分率二換算 スレバ結核屍ハ全屍撒 ノ32・3

%ニ シテ繊 ノを 占メ胃繊 栓 屍撒 ノ・・4・

%結 核屍 撒 ノ1.29%ナ リ。 多 クノ文獣 二於 テ

最信 ズベキ 統計 トシテー般 二 引用 サ レ居 ルハ

Glaubitt氏 及 ピGossmann氏 ノ統計 ニ シテ今

コ ノ雨氏 ノ統 計撒 テ李均 スルニ全屍撒 二封 シテ

ハ0.35%結 核 屍撒 二 封 シテハ1.5%ナ ル 敷 テ

得大騰 二於 テ余 ノ統 計 ハ此 ノ雨氏 ノ統 計 ノ李均

撒 ニー致 セル チ見 タ リ。從 來諸家 ノ頻度 二關 ス

ル統 計 テ見 ルニ其 ノ間可 ナ リノ高低 アルハ恐 ラ

ク實験 材料 ノ少敷 ナルカ叉 ハ精 細 ナル組織的検

索 テ鋏 ケルニ依 ル モ ノ ・如 ク余 ハ薮 多 キ剖検例

ヨ リ肉眼 的 二結核性攣 化 テ疑 ハ シ ム ル 如 キ40

例 有絵 ラ選 ピ組織 的検索 ノ結果8例 テ以 テ眞 ノ

結核性攣 化 トナセルモノナ リ。

性 二關 シ本邦 二於 テ文獣 二 現 レタル33例 中不

明 ノ2例 テ除 キ31例 二就 キテ見ル ニ男23例 二

封 シ女8例 ニ シテ其 ノ比約3:1ト ナ レリ。余 ノ

8例 ハ男6例 女2例 ニ シテ3:1テ 示 セ リ。即 チ

Arloing氏 ノ報告 セル所 トー致 セリ。勿論僅 力

8例 二就 キ其 ノ性 別 テ云爲 シ難 シ トハ云 へ3:1

ナ ル激 バー般 二男性 二多 キモ ノ ト考 フル ニハ充

分 ナ リ。

年齢 的關係 ヲ 見 ルニ 余 ノ實験例 ハ20歳 代3例

10歳 代30歳 代40歳 代50歳 代 及 ビ10歳 以 下各

1例 ニ シテ其 ノ李均年齢 ハ31歳 ナ リeコ レテ

本邦 二於 ケル報告例 ノ李均年齢29歳 二 比較 ス

ル時 ハ大盟 二於 テ其 ノー致 ナ見 ルモ唯Arloing

E表

菌 ヲ謹明セ引 粘膜下組織 二菌
ザ リシモノ ヲ謹明セルモノ

匿 舞 享i診量 トをi

特 二胃症}吠 ラ訴 ヘザ リキ。

考 按

氏 ノ李均年齢41歳 ト比較 スル時ハ多少/距 リ

有 リ。サ レド余 ノ結果ハ20歳 代 二最モ多ク其

ノ年齢的關係ハ肺結核 ノ罹病年齢郎チー般結核

症 ノ罹病年齢 ト相似 タルテ見タルハ寧ロ當然 ト

首肯 サル ・所 ナ リ。

第 二節 他臓 器 ノ結 核 トノ

關係 二就 テ

實験例 ノ8例 ハ何 レモ他臓器 二重篤 ナル結核ア

リ。即チ

肺結核 デ有 セ シモ ノ

腸結核 テ有 セ シモ ノ

脾臓 二結核 テ有 セ シモ ノ

腎臓 二結核 テ有 セ シモ ノ

腹膜 二結核 テ有 セ シモ ノ

淋 巴腺 二結核 テ有 セ シモ ノ

肝臓 二結核 テ有 セ シモ ノ

咽喉、 上氣道 二結核 ラ有 セ シモ ノ

コレテGossmann氏 ノ28例 二就 イテ ノ成績

二比較 スル トキ ハ

肺結核 ラ有 セ シモ ノ28例(全 例)

腸 結核 テ有 セ シモ ノ25例

咽 喉、 上氣 道 二結核 テ有 セ シモ ノ14例

肝臓 二結核 テ有 セ シモ ノ

腎臓 二結核 テ有 セ シモ ノ

脾臓 二結核 ラ有 セ シモ ノ

腹膜 二結核 テ有 セ シモ ノ

8例(全 例>

7例

4例

4例

4例

3例

3例

2例

11例

9例

9例

5例

例

較

喉

ニ

ト

ノ
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咽

更

合

氏

核

シ
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リ
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同様 二肺臓 二於 ケル憂化 ハ大部分破壊性肺結核

ナ リ シ事 ナ リ、Hifbschmann氏 、山極 氏等 ハ肺

二破壊性結核有 ル トキハ喀疾 ト共 二多量 ノ結核

菌 ラ嚥 下 スル 事 ニ ヨ リ 胃二結核 ラ 登生 ス ト云

ヒ、關氏 ハ上氣道 、咽喉、 胃 ト追及的 二結核 潰

瘍 アル事實 二依 リ碍 ノ結核 ラ以 テ嚥下性 二登生

セルモ ノナ リ ト読明 セリ。Rokitansky氏 ハ胃

結核 ヲ以 テ廣汎 セル腹結核 ノ部分現象 ナ リト云

ヘルモGossmann氏 及 ピ余 ハ共 二少撒乍 ラ胃

二結核有ルニ拘 ラズ腸 管 二全 ク結核 ノ存 セザル

例 テ経験 シLittens氏 亦 腸管 ノ全 ク健全 ナル胃

結核潰瘍 テ報告 セ リ。更 二余 ハ他 ノ2例 二於 テ

腸 ノ結核性慶化極 メテ輕度 ナル ヲ見 タリ。

第 三 節 胃 結 核 ノ種 類 二就 テ

諸學者ハ各掲 自 ノ病理解剖畢的 見地 ヨリシテ種々

ノ分類 テナ スモ所謂潰瘍型 ト檜殖型(腫 瘍型、肥

大硬化型)ト ノニ種 ノ存在 ハ 諸家 ノー致 シテ認

ムル所 ニ シテN611enberg,Batzner ,Spengler

氏等 ハ胃結核 テ総 テ批 ノニ種 ノ中二屡 セ シムル

事 トセ リ。 今問題 トナルハ粟粒結核、結節様結

核 炎症性硬化結核、繊維 性結核(Boncett氏)及

ピ膿瘍型(KeUer)氏 ナ リ。元來一般 二結核 性慶

化ハ極 メテ多種複雑 ナル病理機轄 二依 リ進行 ス

ル鮎 ヨリ見 レバ是等諸型 ノ間 ニハ可 ナ リノ移行

有 リテ劃然魑別 シ得 ザ ル場合 少 カラズ ト考 ヘ ラ

ル。郎チ炎症性硬化性結 核及 ピ繊維結核 ハ潰瘍

型 ト檜殖型 ノ移行 タルベ ク叉粟粒結核 ト結節型

トモ劃然涯別 シ得 ザ ルベ シ。唯此塵 二注 目 スベ

キハ余 ノ第 δ例=シ テSchlesinger氏 ノ報告

二於 ケル ト同様 大結 節 ノ膿瘍 ヘ ノ移行著明 ナル

モ ノナ リ。之 二依 リテ見 レバ胃二形成 セ ラ レタ

ル結核結節ハ之 ガ破壌 シテ潰瘍形成 二至 ルモ ノ

ト潰瘍 テ形成 セズ シテ籏大 シ軟 化 シテ膿瘍へ移

行 スル物 トニ様 ノ攣化 ラナス物 ト考ヘ ルガ至當

ニ シテ此 ノ膿瘍形成 二至 レルモ ノハ潰瘍 型又 ハ

増殖型 トハ完全 二 輝別 サルベ キモ ノナ リ ト信

ズ。而 シテ未 ダ乾酪 化 ノ見 ラ レザル結節 ハ是等

二型 ノ中何 レカニ進 ムベ キ初期 ノ歌態 二在 ルモ

ノト考へ余 バー般結核病理特 二滲出
、産出 ノ雨

機轄 デ顧慮 二入 レ次 ノ三種 二匿 別 スルテ可ナ リ

ト信 ズ。

1.潰 瘍型

2.増 殖 型

3.膿 瘍 型

第 四 節 病 理 解 剖 學 的 形態 學 的

観 察 二就 テ

(イ)潰 瘍型 胃結核、余 ハ87%二 於 テ本型 テ経験

シ之 テBroders氏 ノ81%4比 較 スル時 ハ略 ζ

其 ノー致 セル テ見 テ、本型 ハ胃結核 ノ大多撒 テ

占 ムル コ トテ認 メ タリ.潰 瘍 ノ爽 生部位 二關 シ

余 ハ小轡 ヲ以 テ好覆 部位 ナ リ ト爲 シGossmann

氏 ノ報告及 ピ本邦 二於 ケル 文獣 テ 綜括 セ ル結

果 ト同様 ナ ル テ 知 レリ。 唯Broders氏 及 ピ

HUbschmann氏 ノ云 フ所 ト多少異 レリ。 潰瘍

ノ軍登多 キ カ將叉多登多 キヤニ就 テハ諸家 ノ意

見一致 セザ ルモ、余 ハ軍登 二比 シ多登 ノ遙 カニ

多 キテ見 タリ。 潰瘍 ノ大 サバ粟粒大 ヨリ手 掌大

二至 ル種 々 ノ大 サ報 告 サ レ居ルモ余 ハ絵 リ大 ナ

ルモ ノヲ見 ザ リキ.唯 余 ハ潰瘍 ノ組織 的所 見 ヨ

リ シテ潰瘍 ノ陳薔 ナル程其 ノ大 ナル傾 向 アル テ

認 ノ タリ。潰瘍 ノ性状 バー般 二腸 ノ夫 レト大差
ヒ

ナキモ ノ トセ ラレ(Rokitansky,HUbschmann,

Prezewoski,Gossmann)、 余 モ亦其 ノ類似 セル

テ見 タ リ。唯腸管殊 二大腸 二於 テハ屡 、其赤痢

様 潰瘍 テ見ルニ反 シ余 ハ胃二於 テ全 ク之 ラ見 ザ

リキ。更 二腸 ノ夫 レト異 リ漿 膜 ハ李滑 ニ シテ攣

化 ナ ク、腸管 二於 ケル如 ク漿 膜面 ヨ リ直 二之 テ

診断 スルテ得 ズ。此 ノ漿膜 二攣 化少 キ事 實 ハ胃

壁 ノ構造上強靭 ナル組織 ヨリ成 ル黙及 ビ其 ノ淋

巴管 ノ走行 二依 ルモ ノナ ラン。潰瘍 ノニ次 的憂

化DテG◎ssmann氏 ハ結核 自己 ノ攣 化 ノ外

二胃液 ノ消化作 用 ナルモ ノ チ考 へKatarina-

Keller氏 ハ之 ラ全 ク結核其 ノ物 ノ攣 化 二蹄 シタ

リ。余 ハ大 ナル潰瘍 バー般 二透縁正、底 ハ乾酪

物質、結 節等 ノ附著無 クシテ、比較的 清潔 ナル

ニ反 シ、 小ナ ル潰瘍 ハ邊縁 不正 ニ シ テ 底 二結

節、 附著物 ノアル黙 ヨ リ見 テニ次的攣 化 二就 キ

Gossmann氏 ノ云 ヘル如 ク胃液 ノ消化 作用 テ相
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當重要覗 スベキモ ノ ト思考 ス。 潰瘍底 バー般 亮

淺 ク粘膜下組織 二在 リト云 ハ レ余 モ亦其 ノ事實

テ認 メタ リ。 サ レド其 ノ細胞浸潤 ノ所 見二就 キ

テハ諸家 ノ意 見必 ズシモー致 セザ レドモPreze"

woski氏 及 ビSimmonds氏 ハ共 二余 ト同檬 二

特 ニ ソノ邊縁 二著 シキテ主張 セ リ。之 号依 リテ

見 レバ炎症 ハ深部 三汲及 スル ヨ リモ寧 ロ轡 入部

ヨ リ次 第二四周 二櫨 リ其 ノ部 ノ粘膜部 モ之 二從

ツテ速 ・r浸淫 セ ラ レ斯 ク シテ潰瘍 ガ周閲 二籏大

シ行 クモ ノ・如 ク此 ノ爲二潰瘍邊縁 ノ堤隆檜殖

比較的僅少 ナルモ ノ ト考 ヘ ラル。腸結核 二於 テ

ハ其 ノ邊縁 二屡 丸典型的 ナル結節又 ハ乾酪化部

テ謹明 セラル ・二反 シ胃結核 二於 テハ典型 的ナ

ル結核性攣 化ハ認 メラ レザルモ ノ ・如 ク特 二潰

瘍底部 二於 ケル 粘膜下組織 二著ニシ。Gossmann

氏 ハ 此 ノ事 實 ラ 消化性攣化 二 依 ル モ ノトナセ

リ。 ラングハ ンス氏亘態細胞 ノ出現 二就 キ桂 田

氏 ハ其 ノ甚 ダ少 藪 ナル ヲ記 シ大槻 氏ハ其 ノ多撒

ナルラ 云 ヘ ル モ 余 ハ桂 田氏 ノ言 テ至當 ナ リト

ス、 コレ胃ニテハ腸管並於 ケル如 キ明 カナル結

核性攣化 ラ示 サ"ル ガ爲 メナラン。

結核菌 テ組織 的 二謹 明 スル ノ極 メテ困難 ナ ルハ

諸學者 ノ意 見一致 シ余 モ辛 ジテ牛藪 二於 テ之 テ

謹 明 スルテ得 タ リ。Broders氏 ハ167例 中結核

菌9諦 明 セル モ ノ27%二 過 ギズ ト云 ヘ リ。 サ

レ ドHolzmann氏 ガ103枚 ノ 連綾切片 テ作 リ

漸 ク1個 ノ結核菌 ラ讃 明 シタルニ見 レバ其 ノ難

事 タルニ止 リ必 ズヤ全例 二於 テ之 テ讃 明 シ得 ル

モ ノナ ラン。

(ロ)膿 瘍型 胃結核 余 ノ實験例 第五 ハ結節 ノ中

央 ハ完全 二乾酪化 シ且 ツ結 節周園 二結締織 ノ檜

殖 ア リテ相 當古 キ結核竈 ノ像 テ呈 スルニ拘 ラズ

該部 ラ覆 フ粘膜層 ハ多少 ノ膨隆 アル以外全 ク其

ノ正常 ナルテ示 シ居 レリ。此 ノ事實 ヨリ考 フレ

バ結 節ハ崩壊 シテ潰瘍 テ形成 スル ニ至 ラズ シテ

比較 的早期 二乾酪性攣 化 二陥 リ液化 スル傾向強

カ リシ爲 メナ ラ ン。

更 二本例 ハ鏡検的 二極 メテ定型的 ナル結核像 テ

示 シ且ツ細胞浸潤部 二於 テ著明 ナ ル可 ナ リ多撒

ノゑ≧ ご△遜 氏亘態細胞 ノ出現 ヲ認 メタ リ。

而 シテ其 ノ粘膜 ノ全 ク正常 ナル ヲ見 レバ潰瘍型

二於 テ典型的 ナル結核性攣化 ラ示 サ ・"ルハ所謂

Go$smann氏 ノ消牝 性攣 化 二依 ルノ事實 テ裏書

スル毛 ノ ト思惟 ス。

第 五 節 胃結 核 ノ稀 有 ナ ル

理 由 二就 ナ

胃液 ノ殺菌力 テ以 テ胃結核 ノ稀有 ナル理 由ラ設

明 セン トスル・一派(Ziegler,Simmonds,Holz。

mann)二 封 シKaufmann氏 ハ結核患者 バー般

二胃盤酸含量著 シク減少 セルモ ノナ リト結論 セ

ルCurschmann氏 ノ研究 テ根檬 トシテ之 二反

封 セ リ。 又Straus,Wtirtzノ 雨 氏 ハ38。C二

温 メタル犬 ノ胃液 中 二於 テ結核菌 ハ6時 聞 二渉

リ檜殖登生 シ24時 間 ノ後 二 至 リ初 メテ 其 ノ死

滅 セル テ見テ本實験 ヨ リモ更 ニー層結核菌 二封

シ有利條件 二在 リト考 ヘ ラル ・人罷i胃中 二於 テ

ハ結 核菌 二封 シ何等 ノ防備無 キモ ノナ リト述 ベ

タ リeZiegler氏 等 ノ所設 テ反駅 ス ル ー・tuハ

屡1此 ノStraus,Wifrtz雨 氏/文 獣 テ引肘セ

リ。 サ レド余 ハ例 へ結核菌 二封 シ人艦 胃液 ガ極

メテ殺菌力乏 シキモ ノ トシテモ胃中二於 テハ腸

管 二於 ケル如 ク結核菌 ノ爲 メニ好條件 ノ下ニハ

非 ザル〈ごク從テ胃液作 用テ全然除外親 セントスル

ノ・寧 ロ不當 ナ リト考 フ。 胃二壁 ノ解剖的條件即チ

其 ノ淋 巴濾胞 ノ僅少 ナル事 二依 リテ之 ラ設 明セ

ルGhon,Kudlichノ 両 氏Bstzner氏 等 二封 シ

・小塚氏 ハ慢性 胃加 答見 アル時ハ淋 巴濾胞 ノ増殖

有 リテ結核 ノ磯生 二便宜 テ與 フベ キ筈 ナルニ慢

性 胃加答見必 ズ シモ胃結核 二作 ハザル事實 ラ指

摘 シテ之 二反封 セ リ。5〈Prezewoski氏 、Barbacci

氏 等 ハ胃結核例 二於 テ淋 巴濾胞 ノ肥大又 ハ増

殖 アル テ見テ淋 巴濾胞 ノ少撒 ナル テ以 テ其 ノ理

由 ト考 ヘ タ レド肺結核特 二慢性 肺結核 ノ末期 二

於 テハ厘熱 胃二淋 巴濾胞 ノ肥大壇殖 テ見ルハ吾

人 ノ日常縄駒 スル所 ニ シテ之 二依 リテ考 フレバ

爾氏 ノ所 見モ ソノ意義稀薄 ナルモ ノナ リ.サ レ

ドー般 二先 ヅ結核 菌 ガ琳 巴濾胞 二搬取 セラレ爲
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ち

二結核 ラ登生 スル モノタル以上 胃二於 テハ腸管

二比 シテ遙 二僅少 ナル事實 ハ叉見逃 シ得 ザル事

實 ナ リト思惟 ス。Katarina・Keller氏 ハ 胃蓮動

ハ活濃 ニ シテ内容物 ガ速 カニ腸管 二移行 セラル

ル爲ナ リト述 べ之 ラBrieger氏 ノ重症結核患

者 ノ「ザ ロール」試験 二 於 テ早 キハ48分 邊 キモ

97分 ニ シテ尿=「 サルチル」酸反慮 ノ現 レタル

ラ見、結核患者 ノ胃蓮動機能 ハ常 二全 ク正常 ナ

リト結論 ヲ以 テ設 明 シ居 レリ。 ソレ故 二其塵 二

叉一脈 ノ理由 アルベ シ。更 二全身粟粒 結核 ノ場

合 二於 テモ胃二粟粒結節 テ謹明 スル事 ハ極 メテ

稀 ナ リ。今此 ノ理 由 ラ考 フルニ胃ハ常 ニ ソノ蓮

動機能活霰 ニ シテ(Brieger氏)從 ツテ血流又盛

ニ シテ爲 二血行 二依 ツテ來 ル結核菌 ノ毛細管 二

止マル ノ逞 ナキニ依 ルベ ク之 ヲー般 ニソノ機能

盛 ナル臓器例 ヘバ心臓、分泌臓器等 二結核 ノ少

キ事實 二比較 スル時 ハ ソノ妥當 タル ヲ云 ヒ得 ベ

ケ ン。

之 テ要 スルニ從來 ノ諸説ハ何 レモ胃結核 ノ稀有

ナル理由 二關 シ若干 ノ読 明 テ與 へ得 ベキモ余 ハ

是等 ノ諸條 件 ノ外 二更 二Kaufmann氏 ノ云

フ胃 ノ結核菌 二封 スル先 天性感受性 ノ乏 シキ事

郎 チ臓器 ノ比較的冤疫性 モ與 ッテカ アリ ト信 ズ

即 チ諸條件 ガ合働 シ相偽 リ相助 ケ胃結核 ノ嚢生

出現 ノ稀有 ナルヲ招來 スルモ ノナルベケ ン。

第 六 節 胃 結 核 ノ戚 染 機 轄 二就 テ

胃結核 ノ感染経路 トシテ第二章 二述ベ タル四経

路バー般 二其 ノ何 レノ場合 モ存 シ得ベ キモ是等

ノ中何 レノ経路 二依 ルモ ノガ最 モ多 キヤ更 二女ロ

何ナル所 見テ根糠 トシテ其 ノ感染 経路 ラ決定 ス

ベキヤノ問題 ナ リ
.嚥 下性直接傳染(播 種傳染)

ハRanke氏 ノ、所謂KanalikulErelnfektion

ニ シテHUbschmann氏
、山極氏等 ノ、此 ノ経路 テ

以 テ最 モ多 シ トナ シArloingハ 動 物實験 二依

ル食餌試験 ハ常 二不成功 二終 リタルニ反 シ結核

菌 ラ血行 二注射 スル事 二依?テ 胃結核 ノ畿 生二

成功 シタルテ以 ツテ胃結 核 ハ練 テ血行感染 二依

リ褒生 スルモノナ リ ト主張 セ リ。Dewey氏 ハ大

多歎 ハ淋巴行 二依 ツテ來 ルモ ノ5考 へPfanner

氏バカ・ル場合ハ理論的ニハ存在 シ得 ルモ實際

ニハ殆 ンド皆無 ナルモノト極言セ リ。叉胃壁周

園 ヨリ直達性 二來 ルモノハ本質的 ノ胃結核感染

経路 ニハ非ザルモカ・ル症例モ籔例報告セラレ

久リ。

直接傳染 ニハ肺二於ケル破壌性攣化ガ最 モ重要

覗 セラレ(山極氏、關氏)、Gossmann氏 ハ栓塞性

血管憂化 ノ存在テ以テ血行性感染 テ主張 スル要

素 トナシ河合氏ハ潰瘍 ハ多ク多登性 ナル所 ヨリ

考へ先 ヅ血行性二多撒 ノ甦 結節 テ作 リ之ガ破

壌 シテニ次的二潰瘍 ラ形成 セルモノナリト云ヘ

リ。Dewy氏 ハ胃壁二廣範 ナル結核性淋巴管炎

存 スルヲ見テ淋巴系二依ル感染 ナリトセリ。

余ハ自己 ノ實験例8例 二就 キ詳 二其 ノ傳染経路

ラ検討セルモ第1例 、第5例 及 ビ第8例 二於 テ

能 ク其 ノ感染機轄 ヲ確定 シ得タルノミニシテ他

ノ5例 二於テハ何 レモ其 ノ不可能 ナルテ知 レリ。

即チ第1例 二在 リテハ腹膜後部、腸間膜、門脈

周園、縦隔賓等 二乾酪性結核性淋巴腺炎アリ胃

漿膜面ニハ慧豆大 ノ乾化セル淋巴腺 ノ集積 テ見

タリ。組織的ニハ潰瘍ハ其 ノ潰瘍面 ノ大 サニ比

シテ比較的深 ク、結核性漿化ハ粘膜下層 ヨリ筋

層 二波及 シ居レリ.且 ツ漿膜 内淋巴結笛乾酪化

セルモ ノァリタル鮎 ヨリ見 レバ腹部淋巴腺 二結

核竈 アリテ之ガ胃淋巴腺 ヲ侵 シ更 二逆行 シ胃粘

膜 ヲ侵 カシ潰瘍テ形成セルモノナルベシ、之 レ

胃壁周園 ノ結核煙墜化ガ直達的二侵襲 シ來 レル
ノ

1例 ト見倣 スベ キモ ノニシテ必 ズ シモ眞 ノ意 味

一::一於 ケル傳染経路 二・・非ザル モStruppler氏

Gossmann氏 等 ノ報告例 ト其 ノ規 テー一ニ スルモ

ノナ リト考ヘ ラルe第5例 ハ胃粘膜下層 二大 ナ

ル結節 テ形 成 セル1例 ニ シテ肺 二破壌性攣 化 ア

リトハ云 へ胃粘膜 ハ全 ク完 全 ニ シテ結 核菌嚥下

二依ル直接粘膜 面 ヨリノ菌 侵入ハ考 ヘ ラレズ
、又

淋巴腺結核 モ之 テ謹明 シ得 ズ。 依 ツテ該結 節ハ

他臓器 二於 ケルー一般結節形成 ト同様 二血行 二依

リテ嚢 生 セ リト断 ゼザルテ得 ズ。 コ ・二注 目スベ

キハ本實験例 ハ他臓 器 ニハ全 ク結 節形成 テ畿 見

シ得 ザル事 ナ リ。Struppler氏 ハ 胃=血 行性 二
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結核 テ生 ズルナ ラバ必 ズ他臓器 ニモ血行性 二結

節 ラ謹 明 スルモ ノニ シテ胃二於 テノ ミ血行性 二

結核 ノ登生 スル コ トナ シ ト云 ヘ リ。 サ レド本例

ヨリ見 テ他臓器 二結節形成無 ク トモ胃二血行性

二結核 ノ登 生 シ得 ルモ ノナ ルテ知 レリ
。第8例

ハ氣管周 園 ノ淋 巴腺結核 ラ原登竈 トセル粟粒結

核 ノ1例 ニ シテ ソノ肺 二於 ル病攣 ハ極 メテ新鮮

ノ像テ呈 シ到 底豫 テヨリ喀疾 ヲ嚥 下セルモノ トハ

考 ヘ ラレズ。依 ツテ胃 二於 ケル潰瘍 ハ先 ツ粟 粒

結核 ノー部分現 象 トシテ胃壁 二結節 テ形成 シ之

ガニ次 的 二破壌 シテ潰瘍 テ登現 セ シモ ノ ト思惟

サル。本例 ハ同時 二腸管 二於 テモカ ・ル結節 ガ

ニ次的 二破壌 シテ潰瘍 ノ形成 二至 レリト思 ハル

ル多 クノ所 見 テ認 メタ リ。而 モ本例 二於 テハ胃

壁 二何等Gossmann氏 ノ云 フガ如 キ小血管性

攣化 ヲ見ザ リキ。 コ レ小血管 二憂化無 キガ故 二

直二非血行性 ナ リ トナ ステ得 ザル テ謹 ス ル ナ

リ。他 ノ5例 ハ何 レモ組織的乃至 ハ病理解 剖的

所 見 ヨリシテ其 ノ傳染経路 テ確定 シ得 ザ リキ。

例 ヘ バGossmann氏 ノ述 ベ タル如 キ血管憂化

ヲ登 見 シ得 ズ トモ該血管攣化 ガ潰瘍形成 ノ爲 二

破壊 サ レ失 ハ レテ途 二之 テ褒 見 スル能 ハザ ル場

合 モ有 リ得 ベ ク、叉破壊性肺結核 ハ屡 ζ見 ラル

ルニ反 シ胃結核 ハ極 メテ稀 二遭遇 スル以 上如何

二肺 二破壌 性攣化有 リトモ夫 レヲ以 テ直 二胃結

核 ガ結核菌嚥下 二依 ル粘膜面 ヨ リノ直接簿染 ナ

リ トナ シ得 ズδ更 二他臓器 二於 ケル結核結節形

成 ノ有無 モ胃結核褒 生経路 ノ設明 二關係無 キコ

トモアラン。之 ヲ要 スルニ第5例 又 ハ第8例 二

見 タル如 キ特種 ナル墜化 テ呈 セル時、叉ハ潰瘍

形成 ノ極 メ テ初期 ノ歌態 ラ登 見 シ得 タル場念

或 ハ第1例 二於 ル如 キ特別 ナル場合 二於 テノミ

ソノ病攣 ノ傳染機轄 テ確定 シ得 ルモ ノニ シテ線

テ ノ場合 二於 テ之 ヲ確 定 スルハ不可能 ノ事 二属

ス。從 テ從來本邦 二於 ケル多 クノ報 告二見ル如

ク其 ノ組織 的所 見又ハ病理解剖 的所 見 ヨ リシテ

其 ノ登生経路 テ噺 定 シアルハ寧 ロ早計 二過 グル

ノ感 アリ。

余 ノ實駿例 ハ縛 テ他 二重篤 ナル結核 テ有 セシ例

ニ シテ何 レモ績嚢性 二駿生 セ リ ト考ヘ ラル ・者

ナ リ。今原登性 胃結核 ノ存在 テ主張 スル諸家 ノ

文献 チ見ルニ ソノ根糠 トスル所 ハ胃以外 ノ臓器

二於 テ結核性攣化 ラ見 ザ リシ トナスカ(小 塚氏、

齋藤氏)若 シクハ 胃 ノ結核病竈 ト他臓器 ノ夫 レ

トテ肉眼的乃至 ハ組織 的 二比較 シ其 ノ新藷 ノ差

テ検討 シタルモ ノ(Fischer-Defoy氏Cullinan

氏)ナ リ。 サ レ ド肉眼的乃至 ハ 顯微鏡的 二病竈

ノ新薔 テ決定 スルハ極 メテ困難 ナル場合多 シ。

更 二結核感染 ノ場合 二於 テハ、勿論病理解剖的

ニモ稀 レニ ソ ノ病竈 ラ登 見 シ得 ザル事 アルヲ考

フ レバ胃結核 テ以 テ原登竈 ト看倣 ス ヨリ寧 ロ他

ノ臓器 二其 ノ原登竈 テ求 ムル コ ト合理 的ナ リト

信 ズ。何 レニ セヨ非難 ナキ原駿性 胃結核 ハ蓋 シ

稀有 ノモ ノニ厩 スルモ ノナ ラン。

第七章

1.胃 結 核 ノ頻度 二關 シテ余 ハ當教室 二於 ケル

縮剖検例 ニテ 全屍撒 二封 シO。41%結 核 屍 二 封

シ1・29%ナ ル 藪字 テ得 タ リ。 性別 二關 シテハ

男子 ハ女 子 ヨ リモ3倍 ノ頻 度 ラ示 シ年齢 的 ニハ

青肚年 二多 クー般結核症 ノ罹 病年齢 ト相似 タル

ラ見 タ リ。

2・ 胃結核 テ次 ノ如 ク分類 セ リ。

1・ 潰瘍型 、2。 膿瘍型、3.増 殖型、

而 シテ胃結核 ノ大多撒 ハ潰瘍型 ナ リ。

3.胃 ノ結核性潰瘍 ハ多登 スル場合多 ク其 ノ好

結 論

螢部位ハ小轡 ナリ。 大 サバ1cm内 外卵圓形乃

至圓形 ノモノ多 ク縁下轡入アリ中等大以上ノモ

ノハ邊縁正 ニシテ堤隆 ナク小ナルモノハ之二反

シ且ツ底 二結節乾酪物質 ノ附著 アリ。

4.潰 瘍底 ハ粘膜下組織 二在 リ、淺 クシテ細胞

浸潤ハ邊縁 二強 ク固有筋層ソ 侵サル ・コト少

シ0

5.ラ ングハ ンス氏亘態 細胞 テ謹 明 スル揚合多

キモ其 ノ撒 ハ極 メテ少撒 ナ リ。

6.潰 瘍 二相 當 セル漿膜 二慶化 アル者 ハ少 シ。
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7.潰 瘍 ハ定型的 ナル結核性慶化 テ示 サズ之 レ

所謂Gossmann氏 ノ消化作用 二依 ルモ ノナ ラ

ン0

8.結 核 菌ハ50%二 於 テ 之 ラ粘膜下組織 二諦

明 セリ。

9.再 結核 ノ稀有 ナル理由 トシテ種 々 ノ所設塞

ゲラレ有 ルモー定 ノモ ノナキガ如 シ恐 ラクハ諸

條件 ノ合働 二依 リ惹起 セ ラル ・モ ノナ ラン。

10.習 結 核 ハ何 レモ績螢性 ニ シテソ ノ憾染方法

トシテハ直接 感染 血行性感染 淋巴行性傅染周園

臓器 ヨリノ直達性侵襲 ノ四種存 スルモ其 ノ何 レ

ノ繹路 二依 ルカテ決定 シ得 ルハ或 ル特種 ナル攣

化ラ呈セル者 バ ニ止 リ其 ノ多撒 ノ場合二於 テ

ハ之 レヲ決定 スルコト不可能 ナリ.

〔附記〕本研究 ノ要旨ハ昭和8年9月22日 新潟醤

科大學病理學教室第86同 集談會二於テ講演 セ

ルモノナリ。

實験例 ノ第1例 及 ビ第2例 ハ既二當教室二於 テ

三田氏蚊 二關氏ガ各々1例 報告 トシテ褒表セル

モノナルモ余ハ當教室二於ケル材料 二依 ル総括

的研究テナス目的ノ爲二雨氏 ノ研究結果 ノ大要

ヲ再 ビ記載 スルコ ト・セリ。

欄筆二臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲 トヲ

賜 リタル恩師川村教授二深甚 ノ謝意テ表ス。
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附圖読明

1.結 核性胃潰瘍

2。 胃壁 二於ケル乾酪結節

E.粘 膜面K。 乾酪竈.

3.胃 壁 二於 ケ]レ結 核 結 節.

S.漿 膜 面.R。 ラ ソグ ノ・yス 巨態 細 胞



圖附文論本楠

圖1第

》
脳
撫

亀 層9

_騨

欝
駆,し 謡〆

 

!

抑
∵

・

圖第圖2第

コ

コ

ド

グ

け
の

の

ち欝




